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を置くかによって意味が変わってしまうのである。例えば、Tom says John is a fool. という文
があるとして、これを「Tom says／John is a fool. と切れば、ばか者はジョンで、そう言ったの





に、ピッチの変化によって意味が変わることがあるので注意を要する。「例えば、I didn’t go there
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“Thank you very much”を「ありがとう」と翻訳してから理解する者がいないように、同じこ
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